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日本の看護理論教育の展望
―日米看護系大学院の動向から―

新福　洋子 １）

Prospects of Nursing Theory Education in Japan Based 
on the Trends of Nursing Graduate Schools in Japan and the U.S.

Yoko SHIMPUKU, PhD, CNM, RN

〔Abstract〕
　This paper describes how nursing theory is taught in graduate schools of nursing both in Japan and 
the U.S. and discusses what kind of education in nursing theory is needed. In Japan, master’s students 
learn history and transition of nursing, theory construction or critique, application to practice, and tradi-
tional and current nursing theories. In the U.S., master’s students learn research application of theories 
and theories related to role attainment, ethics, laws, management, leadership, and policy as an advanced 
nurse practitioner. In the U.S., DNP students learn role attainment as a change agent in healthcare sys-
tem.  In PhD courses, students obtain theoretical foundation with philosophy and transition of science. 
They develop knowledge in epistemology, ontology, and theory construction through critique and discus-
sion. In Japan, few PhD courses published course contents online, and even in the published courses, the 
course hours were limited. It is needed to expand and enrich courses that create theoretical foundation 
of nursing scientists in Japan.
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〔要 旨〕
　本稿では，日本とアメリカの看護系大学院において看護理論がどのように教えられているかを記述し，
どのような看護理論教育が必要であるかを考察することを目的とする。日本の修士課程では，看護の歴史
と変遷，理論構造の理解やクリティークの方法，実践への応用，先人の看護理論が含まれ，アメリカの修
士課程では，研究での理論の活用に加え，役割獲得と実践を重点とした倫理や法律，管理，リーダーシッ
プ，政策が含まれている。アメリカの博士課程 DNP コースは，「ヘルスシステムのチェンジエージェン
ト」という役割獲得を目的とした理論を教えている。博士課程 PhD コースは，アメリカでは哲学から導入
し，西洋哲学と科学の変遷，認識学 ・ 存在学，知識の構築など，クリティークやディスカッションで学ぶ。
日本の博士課程では，科目内容を公開したコースは少なく，公開していても時間数が少ない。日本におい
ても，看護研究者の理論的基盤を支えるコースの充実を図る必要がある。
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Ⅰ．背景

　日本の看護系大学院は，2015年には修士課程175専攻，
博士課程84校となり１ ），近年急速な増加が見られている。
日本で初めての看護学研究科の大学院が設立されてから
30年以上経過し，蓄積された知の体系化が求められて久
しい ２ ）。そもそも他学問からの Borrowed knowledge（借
り物の知）として始まった看護の知 ３ ）は，看護のものの
見方を作り上げながら，それぞれの看護問題や看護を取
り巻く社会問題に応えてきた。知の体系化には，自己の
研究が学問領域のどの部分を補完し，知識の構築に貢献
しているか，またその知識が看護実践を通して現代社会
にどう貢献できるのか，といった議論が必須であるが，
看護における理論の活用や重要性に疑問を投じる声は未
だになくならない ４ ）。
　理論とは､ ある現象を説明したり予測するために変数
間の関係を規定し､ その現象に対する系統的な見方のこ
とで，抽象的な概念である ４ ）。中山 ５ ）は，実践的な学問
である看護の知は，看護師の経験やカンといった臨床の
知として産み出されるだけでなく，理論的な知を内面的
に取り入れた看護師が患者との相互作用の中でくみ上げ
ることによって，看護の知を体系化することができると
述べている。理論的な知から気づきや患者理解が促され，
その構築，体系化によって知の水脈が広がって行く ５ ）。
しかしながら，大学院における看護理論の科目は，どの
ように知を蓄積し，体系化していくことを教えているの
であろうか。変わりゆく社会や医療に対応し，看護理論
の教育は，どう変わっていくべきなのだろうか。
　現在も看護理論として世界的に著名な理論家の多くは
アメリカ人である。アメリカの看護の科学への移行は1950
年代に始まり，1970年代から大学院博士課程が拡大し，
看護理論も時を同じく発展してきた。日本の看護系大学
院博士課程が2000年前後から増加していることを鑑みれ
ば，30年の蓄積の違いがある。アメリカの Holzemer ６ ）

は，著書の中でこう述べている。「アメリカの大学院評議
会は，大学院教育の機能として，知識の獲得，移行，保
存，応用，洗練と定義している。これらの機能は妥当な
ゴールであるが，大学院によって強調される点が異なり，
プログラムのミッションによっては上記の機能の全ては
選択しないことがある。看護における修士号と博士号の
準備レベルの焦点を比較することも重要である。修士課
程のレベルでは，プログラムは役割準備に焦点が合わせ
られる。つまり，クリニカルナーススペシャリスト

（CNS），ナースプラクティショナー（NP），教育者，そ
して管理者になるための準備である。博士課程も役割準
備を含むことがあるが，焦点は理論開発，上級実践と知
識の獲得，研究のトレーニングである。」（p.237，著者訳）
　日本の看護においても，助産学上級実践や CNS のコー

スが増えている。日本看護大学協議会は看護専門職大学
院で育成されるべき能力として，「これまで構築されてき
た看護の学問体系を学び，これを現場に応用すると共に
次の世代に伝える使命がある。哲学的基礎，看護理論，
看護倫理のほか，看護の学問領域の中で使用される専門
用語や技術の修得が必要となる。プロフェッショナル ・
アイデンティティの確立を目指す。さらに，グローバル
化に対応するために，国際的視野と語学力，さらには，
多様な文化を受け入れるために，柔軟な思考力と説得 ・
交渉能力が必要となると考える。（p.92）」７ ）と述べてい
る。すなわち，日米ともに看護系大学院において上級実
践の役割獲得の重要性が高まっているが，その中でも理
論教育は基盤としての重要性が示されている。
　こうした大学院教育の発展に伴い，日本の看護実践の
質の向上は，著者がアメリカやその他の国の医療を見て
きた中でも，世界に比較して遜色がないと思われる。看
護研究者も，研究の質を向上している。しかしながら，
研究者を育成する大学院の場で，概念や理論をどの程度
深く教え，学問としての看護に貢献できる理論構築力を
養っているかという点では，大学院によって幅があるの
が実際ではないだろうか。日本においては看護理論を教
える教員の共通意識や教育内容を示す調査は見当たらな
い。

Ⅱ．目的

　本調査では，日本とアメリカの大学院（修士課程，博
士課程）で，看護理論，理論構築力がどのように育成さ
れているかに関する動向を記述し，今後日本にどのよう
な看護理論教育が必要であるかの展望を考察する。

Ⅲ．方法

　日本，アメリカの看護系大学院のウェブサイトから，
看護理論に関する科目の内容を記述する。科目名が看護
理論と銘打っていなくても，理論を含有することが考え
られるため，科目の概要から，関連のある科目を選択し
た。調査時期は2014年 ２ 月である。

１．対象
　日本とアメリカの看護系大学院それぞれ10校ずつを対
象とした。アメリカでは，修士課程，博士課程の修了に
最低30単位，18単位がそれぞれ課されている ８ ）。看護の
理論構築を求められる博士課程においては看護理論が必
修であるが，修士課程においても，すべてのプログラム
が American Association of Colleges of Nursing

（AACN）の“The Essentials of Master’s Education in 
Nursing”９ ）に批准するよう示されており，「修士課程を
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修了した看護師は，修士レベルの看護理論，科学，実践
の理解を要する。（P.26，著者訳）」と規定されている。
対象は，看護の知を構築するための研究を盛んに行って
いる大学院とする必要があり，学問分野毎に発表されて
いるアメリカ国立衛生研究所（NIH）の助成額を基準と
することが妥当と考えられた。
　日本の博士課程においては，文部科学省の大学院設置
基準に単位取得が定められていないため，コースワーク
が少ない，もしくは存在しない課程も考えられる。また
日本の文部科学省科学研究費の助成額は，研究分野別に
なっており，学問分野毎の発表になっていないため，日
米同じ基準での選定が難しく，それぞれに異なる基準を
定めた。

２．日本の大学院の選択基準
　選択基準として，以下の ４ つの基準を設けた。（ １ ）看
護学研究科，看護学専攻の大学院である，（ ２ ）大学院修
士課程，博士課程両方を創設している，（ ３ ）看護理論の
シラバスをウェブ上に公開している，（ ４ ）上記（ １ ）～

（ ３ ）の条件に当てはまる，大学院創設年度の早い順10
校。

３．アメリカの大学院の選択基準
　NIH の研究ファンドの助成額トップ10の大学（2012
年）の大学院を調査対象とした。

４．データ収集
　大学公式ウェブサイト上に公開されているシラバス／
科目概要から，看護理論の教授方法について，（ １ ）科目
名，（ ２ ）必修と選択の別と単位数，（ ３ ）授業概要およ
び目標，を抽出した。また，アメリカの公開情報には含
まれなかったが，日本の大学院での看護理論教育を振り
返るため，（ ４ ）授業内容，（ ５ ）教授方法，（ ６ ）教科書
／参考文献もシラバスから抽出した。

５．分析方法
　修士課程，博士課程（アメリカでは PhD, DNP 両方）
に分けて表に記述し，内容分析を行った。

Ⅳ．結果

　選定したアメリカ，日本それぞれの大学院10校は表１，
表２の通りである。

１．修士課程の理論科目（表１，表２）
１）科目名
　日本：10校中 ７ 校が「看護理論」を科目名としていた

（表 １ ）。残りの ３ 校は，「理論看護学」が １ 校と，「基礎

看護学特論Ⅰ」が ２ 校であった。
　アメリカ：10校中 ７ 校は，研究法と混合された科目で
あ る こ と が 読 み 取 れ る“Advanced Scholarship in 
Research”，“Nursing Inquiry”等の科目名となっている

（表 ２ ）。 ２ 校は“Philosophical, Theoretical, and Ethical 
Basis for Nursing”，“The Theoretical Base for Advanced 
Nursing Practice” といった理論の基盤を教える科目名と
なっていた。 １ 校は理論に関する共通科目を設定してお
らず，領域毎の専門に沿った理論を教える科目を提供し
ていた。
２）選択 ・ 必修の別と単位数
　日本：日本の大学院は10校全てが講義科目 ２ 単位（30
時間）であった。４ 校が領域共通の必修科目であったが，
２ 校は選択領域での必修（基礎看護領域）であり，残り
の ４ 校は選択科目であった。
　アメリカ：アメリカの大学院の単位数は大学によって
credits, units, semester hours などの換算方法が異なる。
多くの場合は credits の表記をしており， ３ ～ ５ credits
を １ 学期で開講している大学院（ ６ 校）と，２ credits を
２ 学期に分けて開講する大学院（ ３ 校）とあった。Uni-
versity of Pennsylvania は Course Unit（CU）という単
位を用い，１CU を ２ 学期で開講していた。大学ウェブサ
イトより，１CU は他大学の ３ ～ ４semester hours に相当
し，授業時間は毎週 ３ 時間とあったため，他大学が
３ semester hours で開講している科目と同等であり，換
算方法が異なっていても，理論の科目の時間数には大差
がなかった。
３）授業概要および目標
　日本：ウェブ上で公開されているシラバスに記載され
ている情報から，授業概要および目標を内容分析すると，

〈看護理論の歴史と変遷〉〈理論の構造と現象との関連〉
〈クリティークによる理論的基盤づくり〉〈看護実践への
貢献〉の ４ つの内容が抽出された。10校全部に〈理論の
構造と現象との関連〉と〈看護実践への貢献〉の内容は
含まれていたが，〈看護理論の歴史と変遷〉と〈クリティー
クによる理論的基盤づくり〉を概要や目標に含まない大
学があった。
　アメリカ：アメリカの修士課程には研究を主題とした
Master of Nursing Scienceのほかに，Nurse Practitioner, 
Clinical Nurse Specialist といった Advanced Practice 
Nurseの認定を受けるためのコースがある。特にAACN 10）

が提唱した「2015年までに Nurse Practitioner を修士レ
ベルから博士レベルに上げる」という期限を迎える中，
10校中 ７ 校が Doctor of Nursing Practice（DNP）を開講
している。そうした大学院も含めて，10校中 ９ 校がコー
ス共通の修士レベルの理論と研究に関した科目を提供し
ている。概要を見てみると，〈概念理解と理論分析〉〈研
究方法論と批判的評価〉〈研究の臨床への応用：Evidence-
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 a

nd
 K

no
w

le
dg

e 
D

ev
el

op
m

en
t 

in
 N

ur
si

ng
（

8t
h 

ed
.）

．

北
里

大
学

理
論

看
護

学
2

選

１
�．

高
度

な
看

護
実

践
を

先
導

し
て

い
く

看
護

実
践

家
と

し
て

，
主

要
な

看
護

理
論

を
理

解
し

，
看

護
実

践
の

質
を

向
上

さ
せ

て
い

く
た

め
に

理
論

的
な

知
見

を
活

か
し

て
い

く
能

力
を

育
成

す
る

。
２

�．
高

度
な

看
護

実
践

を
先

導
し

て
い

く
看

護
実

践
家

と
し

て
，

今
日

ま
で

発
展

し
て

き
た

看
護

科
学

の
歴

史
的

な
発

展
を

理
解

す
る

と
と

も
に

，
ど

の
よ

う
な

歴
史

的
な

文
脈

か
ら

ど
の

よ
う

な
看

護
理

論
が

開
発

さ
れ

て
き

た
の

を
理

解
す

る
こ

と
を

通
し

て
，

看
護

実
践

の
質

を
向

上
さ

せ
て

い
く

た
め

に
理

論
的

な
知

見
を

活
か

し
て

い
く

能
力

を
育

成
す

る
。

３
�．

各
専

門
分

野
の

看
護

実
践

を
行

っ
て

い
く

う
え

で
，

有
用

な
領

域
概

念
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

，
看

護
実

践
の

質
向

上
へ

繋
げ

て
い

く
た

め
の

能
力

を
養

う
。

F.
ナ

イ
チ

ン
ゲ

ー
ル

，
定

義
の

理
解

，
看

護
理

論
の

構
成

要
素

の
理

解
，

看
護

理
論

の
意

義
，

マ
ー

サ
ー

・
ロ

ジ
ャ

ー
ズ

，
カ

リ
ス

タ
・

ロ
イ

，
看

護
理

論
の

評
価

モ
デ

ル
，

ウ
オ

ー
カ

ー
と

ア
バ

ン
ツ

に
よ

る
概

念
分

析
，

ド
ジ

ャ
ー

ズ
に

よ
る

概
念

分
析

，
A.

メ
レ

イ
ス

に
よ

る
看

護
理

論
の

評
価

モ
デ

ル
（

ベ
テ

ィ
・

ニ
ュ

ー
マ

ン
，

レ
イ

ニ
ン

ガ
ー

，
ド

レ
セ

ア
・

オ
レ

ム
，

ト
ラ

ベ
ル

ビ
ー

）

講
義

，
概

念
分

析
論

文
の

レ
ビ

ュ
ー

，
プ

レ
ゼ

ン

黒
田

裕
子

監
修

（
20

08
）．

や
さ

し
く

学
ぶ

看
護

理
論

（
改

訂
3 

版
）．

 
M

el
ei

s（
20

07
）．

Th
eo

re
tic

al
 n

ur
si

ng
；

de
ve

lo
pm

en
t 

& 
pr

og
re

ss
（

Fo
ur

th
 

Ed
.）

．
 

Ro
dg

er
s&

 K
na

fl（
20

00
）．

C
on

ce
pt

 
de

ve
lo

pm
en

t i
n 

nu
rs

ig
：

Fo
un

da
tio

ns
, 

te
ch

ni
qu

es
, 

an
d 

ap
pl

ic
at

io
ns

（
2n

d 
ed

.）
．

 
W

al
ke

r&
Av

an
t（

20
05

）/
中

木
高

夫
・

川
崎

修
一

（
20

08
）．

看
護

に
お

け
る

理
論

構
築

の
方

法
．

山
形

大
学

基
礎

看
護

学
 特

論
 Ⅰ

2
選

必

主
要

な
看

護
理

論
に

つ
い

て
，

理
論

家
・ 

理
論

形
成

の
背

景
・

内
容

 ・
理

論
構

成
を

明
ら

か
に

し
て

そ
れ

ぞ
の

理
論

の
特

質
を

把
握

し
，

看
護

過
程

 ・
看

護
診

断
と

の
関

連
を

理
解

し
て

臨
床

実
践

へ
活

用
拡

大
へ

の
道

を
開

く
知

識
を

学
ぶ

。

１
　

看
護

理
論

の
概

観
２

�　
主

要
な

大
理

論
の

概
説

（
ナ

イ
チ

ン
 ゲ

ー
ル

，
ヘ

ダ
ー

ソ
ン

，
ぺ

プ
ロ

ウ
，

オ
ー

ラ
ン

ド
，

ウ
ィ

ー
デ

ン
バ

ッ
ク

，
オ

レ
ム

， 
ベ

ナ
一

，
レ

イ
ニ

ン
ガ

ー
な

ど
）

３
　

中
範

囲
理

論
の

概
説

４
　

看
護

診
断

と
理

論

講
義

，
討

論
，

レ
ポ

ー
ト

M
ar

rin
er

-T
om

ey
.＆

 A
lli

go
od（

都
留

伸
子

監
訳

）（
20

04
）．

看
護

理
論

家
と

そ
の

業
績

．

茨
城

県
立

医
療

大
学

看
護

理
論

2
必

看
護

現
象

の
理

解
を

深
め

る
た

め
に

，
看

護
実

践
基

盤
と

な
る

諸
理

論
を

理
解

し
，

理
論

と
実

践
の

つ
な

が
り

を
， 

自
ら

の
看

護
実

践
を

通
し

て
探

求
す

る
。

 
看

護
理

論
・

概
念

の
実

践
・

教
育

・
研

究
に

お
け

る
重

要
性

ナ
イ

チ
ン

ゲ
ー

ル
の

看
護

論
と

歴
史

的
意

義
，

ヘ
ン

ダ
ー

ソ
ン

，
ペ

プ
ロ

ウ
，

オ
レ

ム
，

ロ
イ

，
レ

イ
ニ

ン
ガ

ー
，

ロ
ジ

ャ
ー

ス
，

パ
ー

ス
ィ

，
M

. ニ
ュ

ー
マ

ン
，

ワ
ト

ソ
ン

，
ベ

ナ
ー

，
ロ

ー
パ

ー
・

ロ
ー

ニ
ー

・
テ

ィ
ア

ニ
ー

講
義

，
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

M
ar

rin
er

-T
om

ey
.＆

 A
lli

go
od（

都
留

伸
子

監
訳

）（
20

04
）．

看
護

理
論

家
と

そ
の

業
績

．
筒

井
真

優
美

編
（

20
08

）．
看

護
理

論
-2

0
の

理
解

と
実

践
へ

の
応

用
看

護
理

論
．

長
野

県
看

護
大

学
看

護
理

論
2

必

看
護

研
究

な
ら

び
に

高
度

看
護

実
践

の
哲

学
的

基
盤

と
し

て
不

可
欠

な
看

護
理

論
に

つ
い

て
，

そ
の

変
遷

と
時

代
背

景
と

と
も

に
，

理
解

を
深

め
る

。
理

論
分

析
を

通
し

て
研

究
と

の
整

合
性

と
サ

イ
ク

ル
を

学
ぶ

。
ま

た
，

高
度

看
護

実
践

に
必

要
と

さ
れ

る
中

範
囲

理
論

（
m

id
-ra

ng
e 

th
eo

ry
）

お
よ

び
実

践
理

論
に

つ
い

て
，

成
り

立
ち

と
適

用
範

囲
を

理
解

す
る

。

看
護

理
論

と
看

護
理

論
の

発
展

，
看

護
理

論
と

概
念

モ
デ

ル
，

理
論

の
種

類
，

理
論

分
析

と
理

論
の

ク
リ

テ
ィ

ー
ク

，
帰

納
理

論
：

ウ
ィ

ー
デ

ン
バ

ッ
ク

，
帰

納
理

論
：

ヴ
ァ

ー
ジ

ニ
ア

・
ヘ

ン
ダ

ー
ソ

ン
，

広
範

囲
理

論
：

ロ
イ

：
適

応
モ

デ
ル

看
護

理
論

，
広

範
囲

理
論

：
オ

レ
ム

：
セ

ル
フ

ケ
ア

理
論

，
実

践
理

論
：

フ
ェ

イ
・

グ
レ

ン
・

ア
ブ

デ
ラ

，
実

践
理

論
：

パ
ト

リ
シ

ア
・

ベ
ナ

ー
，

講
義

，
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

M
ar

rin
er

-T
om

ey
.＆

 A
lli

go
od（

都
留

伸
子

監
訳

）（
20

04
）．

看
護

理
論

家
と

そ
の

業
績

．

宮
城

大
学

看
護

理
論

2
選

理
論

の
概

念
，

定
義

，
構

成
要

素
，

守
備

範
囲

や
評

価
に

関
し

て
の

理
解

を
基

礎
に

，
看

護
理

論
お

よ
び

看
護

学
の

周
辺

理
論

に
つ

い
て

，
そ

の
背

景
，

特
徴

や
主

要
点

を
吟

味
し

，
理

論
の

内
容

を
ク

リ
テ

ィ
ー

ク
す

る
。

ま
た

，
理

論
の

ク
リ

テ
ィ

ー
ク

方
法

，
お

よ
び

看
護

の
実

践
・

教
育

・
研

究
に

理
論

を
活

用
す

る
た

め
の

具
体

的
な

方
法

に
つ

い
て

学
習

す
る

。
こ

れ
ら

の
学

習
の

上
に

，
自

分
の

看
護

の
考

え
方

を
整

理
・

検
討

し
，

自
ら

の
看

護
モ

デ
ル

構
築

へ
と

発
展

し
て

い
く

基
盤

作
り

を
目

指
す

。

学
び

の
希

望
と

講
義

の
進

め
方

，
看

護
に

お
け

る
看

護
理

論
の

意
義

，
看

護
理

論
の

哲
学

的
基

盤
と

そ
の

発
達

，
看

護
理

論
・

看
護

モ
デ

ル
の

概
念

，
構

造
，

構
成

要
素

に
つ

い
て

，
看

護
理

論
の

分
類

と
分

析
評

価
，

看
護

理
論

・
看

護
モ

デ
ル

・
お

よ
び

周
辺

理
論

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

と
討

議
，

看
護

過
程

，
看

護
診

断
，

援
助

技
術

へ
の

活
用

に
つ

い
て

，
研

究
的

な
課

題
と

ア
プ

ロ
ー

チ

講
義

，
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

，
討

議

M
ar

rin
er

-T
om

ey
.＆

 A
lli

go
od（

都
留

伸
子

監
訳

）（
20

04
）．

看
護

理
論

家
と

そ
の

業
績

．
 

Ko
lk

ab
a.

 太
田

喜
久

子
監

訳
（

20
08

）．
 コ

ル
カ

バ
コ

ン
フ

ォ
ー

ト
理

論
．

東
京

女
子

医
科

大
学

看
護

理
論

2
必

看
護

学
の

理
論

体
系

の
変

遷
を

概
観

し
，

諸
理

論
の

構
造

と
特

徴
に

つ
い

て
学

ぶ
と

と
も

に
，

諸
理

論
と

看
護

現
象

と
の

関
係

に
つ

い
て

探
求

し
，

看
護

理
論

な
ら

び
に

卓
越

し
た

看
護

実
践

の
た

め
の

理
論

的
基

盤
を

養
う

。

看
護

理
論

の
分

析
，

ペ
プ

ロ
ウ

，
ウ

ィ
ー

デ
ン

バ
ッ

ク
，

オ
レ

ム
，

ヘ
ン

ダ
ー

ソ
ン

，
ロ

イ
，

薄
井

，
ナ

イ
チ

ン
ゲ

ー
ル

，
ト

ラ
ベ

ル
ビ

ー
，

ロ
ジ

ャ
ー

ス
，

ベ
ナ

ー
，

M
.ニ

ュ
ー

マ
ン

，
B.

ニ
ュ

ー
マ

ン
，

ワ
ト

ソ
ン

，
レ

イ
ニ

ン
ガ

ー

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
，

討
議

M
ar

rin
er

-T
om

ey
.＆

 A
lli

go
od（

都
留

伸
子

監
訳

）（
20

04
）．

看
護

理
論

家
と

そ
の

業
績

．

川
崎

医
療

福
祉

大
学

看
護

理
論

2
選

看
護

理
論

開
発

の
歴

史
を

概
観

し
て

，
隣

接
領

域
の

諸
理

論
と

の
関

連
を

周
知

し
，

看
護

理
論

の
分

析
と

評
価

方
法

を
理

解
す

る
。

さ
ら

に
主

要
理

論
に

つ
い

て
構

成
概

念
と

特
徴

を
理

解
し

た
上

で
，

実
践

事
例

を
も

と
に

理
論

の
融

合
し

た
科

学
的

看
護

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
の

活
用

方
法

と
成

果
に

つ
い

て
探

求
す

る
。

看
護

理
論

の
歴

史
的

発
展

過
程

，
構

成
概

念
と

開
発

の
過

程
，

保
健

行
動

理
論

，
セ

ル
フ

ケ
ア

理
論

，
適

応
看

護
モ

デ
ル

，
ケ

ア
リ

ン
グ

，
ス

ト
レ

ス
・

コ
ー

ビ
ン

グ
理

論
，

死
の

受
容

過
程

，
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

と
理

論
，

事
例

の
分

析
，

実
践

や
研

究
へ

の
適

用

講
義

，
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

，
レ

ポ
ー

ト

松
本

光
子

・
小

笠
原

知
枝

・
久

米
弥

寿
子

（
20

09
）.

 看
護

理
論

　
理

論
と

実
践

の
リ

ン
ケ

ー
ジ

．
池

川
清

子
（

19
90

）．
看

護
ー

生
き

ら
れ

る
世

界
の

実
践

知

名
古

屋
大

学
看

護
理

論
2

選

１
�．

実
践

科
学

と
し

て
の

看
護

理
論

に
つ

い
て

の
意

義
が

わ
か

り
，

看
護

実
践

へ
の

必
要

性
を

理
解

で
き

る
。

２
．

看
護

実
践

に
お

け
る

看
護

理
論

の
活

用
の

方
法

を
理

解
す

る
。

３
．

各
種

看
護

理
論

の
特

徴
お

よ
び

実
践

と
の

関
係

を
理

解
す

る
。

１
．

看
護

実
践

に
お

け
る

看
護

理
論

の
意

義
２

．
看

護
理

論
の

発
展

の
歴

史
と

そ
の

特
徴

３
�．～

12
．

看
護

実
践

に
お

け
る

看
護

理
論

と
そ

の
活

用
方

法
，

主
に

以
下

の
理

論
家

の
理

論
を

用
い

て
理

論
を

説
明

し
て

も
ら

い
ま

す
。（

発
表

は
グ

ル
ー

プ
で

も
個

人
で

も
可

）
ペ

プ
ロ

ウ
，

ロ
ジ

ャ
ー

ズ
，

ロ
イ

，
オ

レ
ム

，
M

.ニ
ュ

ー
マ

ン
，

ベ
ナ

ー
，

ヘ
ン

ダ
ー

ソ
ン

，
ナ

イ
チ

ン
ゲ

ー
ル

，
ト

ラ
ベ

ル
ビ

ー
，

キ
ン

グ
，

パ
ー

ス
ィ

ー
B.

ニ
ュ

ー
マ

ン
，

ワ
ト

ソ
ン

，
ウ

イ
ー

デ
ン

バ
ッ

ク
，

ベ
ン

ダ
ー

等
13

．～
15

．
ま

と
め

：
看

護
理

論
を

実
践

に
活

用
す

る
上

で
の

意
義

と
課

題

講
義

，
討

議
，

発
表

M
ar

rin
er

-T
om

ey
.＆

 A
lli

go
od（

都
留

伸
子

監
訳

）（
20

04
）．

看
護

理
論

家
と

そ
の

業
績

．
 医

学
書

院
．

To
rre

s（
19

94
）．

看
護

理
論

と
看

護
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based Practice〉〈倫理と法的課題〉〈管理／リーダーシッ
プと政策提言〉の ５ つの内容がみられた。 ８ 校は EBP や
研究の批判的評価を中心としており，研究理解を通して
理論と実践の関連を学ぶ科目である。Johns Hopkins Uni-
versity は理論的な知識基盤を中心とした科目を提供して
いる。また，共通の理論の科目がない １ 校は，それぞれ
の分野に特化した理論の科目を設定していた。
４）授業内容と教育方法（日本）
　10校とも理論の概要や基礎に，複数の看護理論家や看
護理論を取り上げる内容としている。理論の概要や基礎
として，理論や概念の定義から入り，理論の種類，概念
や理論の研究における意義，概念開発や分析，理論分析
の方法とクリティークといった科学的観点によって展開
していく授業と，学生自身の看護観や実践現場や研究へ
の適応を考える構成となっている授業がある。理論家と
しては，ナイチンゲール，ペプロウ，ロジャーズ，ロイ，
オレム，M. ニューマン，ベナー，ヘンダーソン，アブデ
ラ，トラベルビー，キング，パースィー，B. ニューマ
ン，ワトソン，ウイーデンバック，ベンダー，レイニン
ガー，ローパー ・ ローニー ・ ティアニー，薄井が挙げら
れている。それらの理論家や理論について講義，討論を
通し，学生が個人 ・ グループでプレゼンテーションをす
る形式をとっている。
５）教科書（日本）
　Marriner-Tomey ＆ Alligood の都留による訳書『看護
理論家とその業績』11）を使用している大学院が10校中 ７
校であった。他にコルカバのコンフォート理論 12）や，概
念分析で著名である Walker & Avant の中木らによる訳
書 13），Torres の『看護理論と看護過程』の訳書14）が挙げ
られる。日本人著者による書籍は，黒田 15），松本，小笠
原，久米16），池上 17）が挙げられている。英文書籍として，
Chinn & Kramer 18），Meleis 19），Rodgers and Knafl 20）が
挙げられる。

２．博士課程の理論科目　（表３）
１）科目名
　日本：日本の大学院では，博士課程のコースワークを
設定しているところは限られている。博士課程の共通科
目（必修）としての理論看護は聖路加国際大学の「理論
看護学」のみであった。北里大学は，理論のコースを専
攻ごとに設けていてシラバスを公開している。その他の
博士課程の理論コースのシラバスは公開されていなかっ
た。
　アメリカ（PhD）：PhD コースでは，共通の必修科目
として哲学と理論を ２ つの科目で提供している大学院が
最も多く， ９ 校ある。例えば，University of California 
San Francisco では，哲学的な背景と看護科学とのつな
がりを学ぶ科目と，理論構築について学ぶ科目を ２ つに

分けて提供している。New York University では，哲学
や理論的背景を学ぶ科目と，それを使用して概念分析や
システマティックレビューなどの応用を行う科目に分け
ている。University of California Los Angeles では上記
のような哲学と理論構築の ２ 科目に加え，“Nursing Sci-
ence”という科目で看護の理論的構造と最新科学との統
合を図っている。Duke University だけが，哲学と理論
構築を統合して １ つの科目を提供している。
　アメリカ（DNP）：DNP コースは，2014年 ２ 月の調査
時には，10校中 ７ 校がウェブサイト上にコース情報を載
せていた。うち ５ 校は Evidence-based Practice のための
理論科目，例えば University of Michigan at Ann Arbor
では，“Scientific Foundations for the Practice Doctor-
ate”という科目を提供している。
２）選択 ・ 必修の別と単位数
　日本：日本の大学院で見られた共通科目の理論看護も，
それぞれの選択科目で提供されている理論に関する科目
も全て ２ 単位であった。
　アメリカ（PhD）：PhD コースでは，哲学や理論はコ
アコースという位置づけであるため，必修である。多く
が １ 科目 ３credits を ２ 科目提供しているため， ６credits
分であるが，University of California Los Angels は ４
units としている。unit の数え方は， １unit で予習，復習
を含め週 ３ 時間の学習をする計算である。また，Nursing 
Science の科目も含め， ３ 科目12units である。
　アメリカ（DNP）：DNP コースを開講している ８ 校の
うち ６ 校が，高度実践家を育成することを目的としたコー
スとして，必修の Evidence-based Practice のための理論
科目を １ 科目（ ２ ～ ３credits）提供している。University 
of Washington は，“Nursing Inquiry for Evidence-Based 
Practice”という科目を ５credits で提供している。New 
York University は ３credits の科目を ２ つ提供している。
３）授業概要および目標
　日本：調査対象10校のうち，唯一共通の科目として理
論看護学を提供している聖路加国際大学では，「科学がど
のように哲学 ・ 知を形成してきたか，そして，看護学構
築にとって理論 ・ 概念形成の重要性を理解し，自らの関
心を持つ看護領域の理論 ・ 概念を開発 ・ 探究する力を養
う」という授業概要を掲げている。
　アメリカ（PhD）①哲学：調査対象すべての10の大学
院で哲学のコースが提供されていたが， １ つは内容が公
開されていなかった。 ９ つの大学院で提供されている哲
学のコース内容の中には，大きく〈西洋科学の歴史と哲
学〉〈看護科学の歴史と哲学〉〈認識学 ・ 存在学〉〈知識構
築と推論〉の ４ つが含まれる。そもそも科学とは，知る
とは，という問いから，看護科学の誕生と看護科学にお
ける知識の構築を，理論や方法論を学ぶ前に学習する。
　アメリカ（PhD）②理論：調査対象すべての10の大学
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院で理論のコースが提供されており，内容の表現も多岐
に渡っていた。代表的な内容として，〈理論に対する歴史
的，社会的影響〉〈理論と研究の知識の統合〉〈概念分析
と概念構築〉〈システマティック文献レビュー〉〈理論分
析，批判的評価〉〈理論の開発と実証〉〈臨床 ・ 看護現象
への理論の応用と限界〉があった。学際的な理論を取り
上げている大学院が複数あった。
　アメリカ（DNP）：10校中 ７ 校で開講している DNP の
コースでは，理論の科目内容も実践に特化したもの，DNP
の目的であるヘルスシステムにおけるチェンジエージェ
ントになること（変革を起こすこと）とリーダーシップ
に焦点を当てている科目が目立った。以下の ５ つの内容
が抽出された。〈研究を使用するエビデンスに基づいた実
践家としての役割〉〈看護実践のための研究法の理解と批
判的評価〉〈実践ガイドラインの作成と評価〉〈他職種協
働とリーダーシップ〉〈ヘルスシステムを変革するための
理論と研究〉。
４）授業内容と教育方法（日本）
　セミナー，院生によるプレゼンテーションによって授
業が進められ，簡易的にシステマティック文献レビュー，
概念分析を行う。
５）教科書（日本）
　共通科目として設定している聖路加国際大学では，
Chinn & Kramer 18）と Rodgers, & Knafl 20）を使用してい
る。

Ⅴ．考察

１．日米間の理論基盤の教育構造の違い
　日本の大学院では，看護理論の基盤となる看護の歴史
と変遷，理論構造の理解やクリティークの方法，そして
実践への応用といった内容から修士課程が始まり，先人
の看護理論について学びながら，研究活動に入っていく。
しかしながら，必ずしも看護理論が必修となっていない
ことがある。アメリカの修士課程においても，概念分析
や理論分析，研究法と批判的評価，臨床への応用が含ま
れているが，より役割獲得と実践に重きを置かれている
修士課程であるため，代表的な看護理論を学ぶというよ
りも，臨床における実際的な問題に応えるための理論や
Evidence-based Practice，倫理，法律，管理，リーダー
シップ，政策にまで内容が及んでいる。
　博士課程（PhD）のコースにおいては，アメリカでは
必ず哲学から入るというのが特徴的である。ものごとの
本質を問う西洋哲学の変遷と，科学そのものの始まりと
変遷，認識学 ・ 存在学，知識の構築など，セメスターを
通して哲学，科学的なものの考え方に浸り，クリティー
クやディスカッションで学んでいく。シラバスを公開し
ていた日本の博士課程でも哲学や科学，知の形成といっ

た内容は押さえられているが，かける時間数は相対的に
少ない。また，多くのシラバスを公開していない博士課
程では，理論を学ぶコースワークが提供されていないこ
とも考えられ，科学的なものの考え方については，指導
教員とのやり取りや大学院生同士の勉強会，もしくは個
人の努力にゆだねられていることが考えられる。
　現在アメリカで大きく発展している DNP のコースは，

「ヘルスシステムのチェンジエージェント」という役割に
沿った能力を育てるように，理論構築というよりも，実
践や変革への理論の活用といった応用が焦点となってい
る。

２．日米の科学の発達の違いと看護学
　このような課程の構造の違いがどうして起こっている
のかを理解するには，科学のそもそもの成り立ちと発展
が異なることを考える必要がある。西洋諸国の科学は，
コペルニクスやガリレオなど，真理を追究するために神
学，哲学，占星術，数学などを統合的に研究した「哲学
者」が礎となり，19世紀にヨーロッパで「自然科学」に
特化した“Science”という分野を探求する人が Scientist

（科学者）と呼ばれたのが発端で，閉じられた学会の中で
のみ共有される「知識」は，農耕，疫学，医療など社会
の要請に応える「技術」とは分けられていた 21）。欧米で
科学が技術に応用されるようになった大きな転機は第二
次世界大戦の核開発であり，科学と技術の融合が，研究
者の意図とは必ずしも一致しないところで人々に大きな
リスクを与える経験をした。日本では，明治維新後に急
速に西洋から輸入した学問の中でも，欧米からの圧力も
相まって，繁殖増強にすぐ役立つ医学と工学が優遇され，

「知識」と「技術」の隔たりが少なかった 21）。
　西洋社会において，Doctor of Philosophy（PhD）を取
得するということは，統合的探求ができ，一般社会から
隔離された学識を持つ最高学位を受けるという認識があ
る。現在でも，実践的な学位（看護であれば DNP）と，
PhD が区別されているのも，単に「研究」と「実践」と
いう役割分担のみならず，「知識」を創造する PhD と，

「知識」の消費者として実践の場でエビデンスに基づいた
変革をもたらす DNP には，明確な立場の違いがある。
本調査で示した理論コースの位置づけも，哲学，理論を
大きく位置づける PhD と，変革者としての役割獲得のた
めの DNP の教育内容の違いが明確であった。
　日本の場合，看護学の大学院教育がスタートしてから
約30年，上級実践コースも拡大しつつあるが，これまで
の大学院教育，特に博士課程の教育の根本は研究者育成
である。しかしながら，哲学や科学，理論構築を深く理
解し，知を創造するための基盤を作る科目として，看護
理論教育を重点的に位置づけているのは限られた大学院
のみである。大学院生による研究の数は増えており，博
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らの課題である。
　これからの研究者が，自分が看護学大系の一部を担い，
社会全体に看護学の知見を発信する意識を持つには，看
護の知を理論に基づいて創造するだけの一定の学識レベ
ルを持つ必要がある。様々な世代，看護学以外からの看
護学博士課程進学も迎える中で，多様性のある大学院生
に看護理論に関する一定の学識レベルを求めるのであれ
ば，アメリカと日本の一部で行っているような博士課程
の共通必修科目が今後更に必要になってくるだろう。科
学の発達，看護学の現状，また大学院の規定の異なるア
メリカと同じ科目を提供することは難しいが，看護研究
者全体が看護の理論体系化と，社会への発信ができるよ
うな博士課程における理論科目の充実は必須である。本
調査で示す日米の動向から，各大学のミッションに合わ
せ，理論科目の発展の方向性が得られることを願う。

Ⅵ．調査の限界

　本研究は，大学ウェブサイトに公開のない情報は含ま
ない限定的な調査である。ウェブサイト上の公開情報は
更新されていくため，本調査を再現することは難しく，
再現する場合にはまた新たな選定，分析が必要である。
また，対象に含まれなかった大学院に結果が応用できる
とは限らない。また，アメリカの大学院は DNP への移
行に関してカリキュラムの再編成をしており，近く科目
が作り変えられる可能性が高い。高度実践家教育を進め
ている日本の看護への示唆を受けるためにも，今後もア
メリカの看護大学院教育の動向を追跡する必要がある。
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士号の取得者も増えているものの，専門領域の分化が進
み，学問が同じでも専門領域外のことは不得手という状
況も見られている。村上22）は，そうした学問分化の傾向
をコンパートメント化という言葉を用いて危惧している。
寝台列車の小部屋をコンパートメントと呼ぶが，そのよ
うな小さな分野の中でだけコミュニケーションを取るこ
とに慣れてしまうと，他分野や他学問，ひいては社会へ
の説明ができない，または社会的倫理観に欠けた科学者
になってしまうのではという懸念がある。
　看護は実践の科学であり，医学的な自然科学の要素を
内包しつつも，人間科学，社会科学的基盤を持つ２ ）。最
新の治療法を探すことが必ずしも重点ではなく，よりこ
の患者，市民にとって必要なケアを追求していく。それ
には人間理解や死生観などの，哲学的な思考が求められ
る。そうした学問性から，より社会的倫理観や多様な価
値観への理解が求められ，ものごとの本質を問い，より
本質に近い概念構造を考える哲学や理論の理解は不可欠
である。

３．看護理論の動向と，これからの看護系大学院におけ
る理論教育の方向性

　看護理論は，その時々の時代のニーズに沿って発展を
してきた４ ）。1950年代には，医師との違いを示す必要性
から，看護の独自性や本質を表す理論が登場し，アメリ
カでの看護学が大学院教育に移行し助成金を受けつつ開
花する60年代には患者―看護師関係，アメリカ社会にパー
ソナルコンピューターが広がる70年代にはシステム論，
80年代にはケアリング論が台頭してくる４ ）。ケアリング
が充実してくる時代は，代表的疾病が慢性疾患へ移行す
る時代とも重なり，看護が社会からの要請に応える活躍
の場が増えてきた。また，大学院教育が進み，看護研究
が台頭するに従い，より実証への応用がしやすい中範囲
理論，小範囲理論が進んできた。
　現在の日本の看護では，看護独自の発展のみならず，
チーム医療の担い手として，他職種連携の可能である看
護師が求められ，上級実践家の育成が進められている 23）。
看護師は患者との関係性の中で意思決定を支え，保健シ
ステムにおいては周辺専門家と語り合い，合意点を見つ
けられる広い視野を持ち，変革を起こせる専門家への役
割移行を求められている。こうした中で，看護学の見て
いるもの，看護学がヘルスケアシステムに貢献できるこ
とを，学問大系として固めて行く必要がある。
　個々の研究者が，自分の専門領域に終始せず，学問全
体の動向を踏まえた上で，自らも変化を持ちながらその
動向に寄与し，看護学全体で社会に貢献していくという
姿勢が求められるのではないだろうか。既にそうしてき
た偉大な先人の軌跡を学び，哲学や包括的な思考による
学問大系の構築力，また社会への説明力の育成はこれか
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